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 新年あけましておめでとうございます。 

 会員の皆様には新しい年を健やかにお迎えのことと心

よりお慶び申し上げます。 

 また、常日頃は当協会の運営につきまして、格別のご

支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。  

 さて、昨年は燃料価格の上昇、ロシアのウクライナ侵

攻と生活に大きな影響があったと思われます。 

 また、長期化するコロナウイルス感染症により感染対

策をしながらの保安管理には様々なご苦労があったので

はと存じ上げます。 

その中で、会員の皆様の危険物施設の保安管理、取扱

の周知にご協力いただき深く感謝申し上げます。 

 私たちが取り扱う危険物は、ガソリンや灯油など身

の回りに身近に存在し常に生活に密接に関わりあって

おります。 

 しかしその取扱いを誤り事故が発生しますのと甚大

な被害が発生します。 

 当協会では今年も消防当局のご指導、ご協力を賜り

ながら災害防止に取り組み、事故や災害のない地域作

りに取り組んで参りたいと思います。 

 会員の皆様には、日頃より危険物の維持管理、保安

体制の確立に一層のご尽力をお願いします。 

 結びに、本年も消防当局の一層のご指導、ご尽力を

お願いしますと共に、会員の皆様方の益々のご繁栄、

ご健勝をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 

 

 

危険物取扱者試験日 令和５年３月１８日(土）《大船渡市》  

    願書受付期間 令和５年２月１３日（月）～２月２０日（月） 

 

願書の取りまとめについて   

２月１７日（金）までに持参した分については、一括送付します。（気仙地区危険物安全協会会員に限り） 

持参する場合は、感染症拡大防止対策を徹底してご来庁くださいますようお願いいたします。 

※２月１８日（土）以降持参された方につきましては、各自郵送となりますのでご了承ください。 

 

『準備講習会』(県協会主催)          

１ 開催日及び会場 

令和５年２月２１日(火)、２２日(水) （公財）岩手県高校教育会館 ３階大ホール (盛岡市志家町 11－13） 

  ２ 時  間 ９時～１２時、１３時～１６時 

  ３ 受 講 料（テキスト含む） 

               会員事業所・学生 １０,０００円            

         非会員事業所   １５,０００円                                        

  ４ 申込期限 令和５年２月１０日（金)まで 

  ※テキストをご希望の方は、気仙地区危険物安全協会にて販売いたします。 乙種第４類 １,８００円 

 

 

 

気仙地区危険物安全協会では、会員の方々に危険物による事故防止を呼びかける視聴覚教材を貸し出ししておりま

すので、各会員事業所等における教育・研修等の教材としてご活用ください。 

また、貸し出し手続きについては、当協会にて「視聴覚教材借用書」へ必要事項を記入していただきます。 

令和４年度危険物安全週間推進標語 発行

者 気仙地区危険物安全協会 
 

大船渡地区消防組合 

消防本部内 

ＴＥＬ ２７－３５５５ 

会 長 新 沼 和 幸

（株式会社八木又商店 取締役社長）

『年頭のご挨拶』
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施設区分 給油取扱所      事故原因 交通事故 

事故概要 給油取扱所に給油のため進入した普通自動車がスリップし固定給油設備に衝突したもの。 

       固定給油設備の外装パネルがゆがみ外れたが、危険物漏えいはなかった。 

 

施設区分 移動タンク貯蔵所  事故原因 操作確認不十分 

事故概要 移動タンク貯蔵所で危険物を移送中、ノズル受けからノズルが外れ路面に落下して標識柱と縁石の間に挟

まったことに気付かす走行し、ホースが断裂したため積荷の灯油約３０ℓが路面に流出したもの。 

 

施設区分 移動タンク貯蔵所  事故原因 故障 

事故概要 移動タンク貯蔵所で一般住宅の屋外ホームタンクに灯油を注油するために、ポンプモーターを起動させ、ホ

ースを展張しようとした際、何らかの原因でノズルの根元部分が外れ、ホースの先端部分から灯油が漏えい

し、路上及び雨水側溝に灯油が５．７ℓ流出したもの。 

 

施設区分 地下タンク貯蔵所  事故原因 腐食疲労等劣化 

事故概要 建物内の廊下において石油臭を感じた夜勤職員がおりその後日勤者にも多数いたため、直近の地下貯蔵

タンク漏れを実施した点検業者に依頼し、漏れ点検を実施したところ、送油管と返油管に漏れがあると判明

したもの。 

  

 

 

危険物の流出は､火災危険性を著しく高めるとともに甚大な影響を与えるものとなり、さらには、冬期間に流出した

危険物は被害の拡大が懸念されます。各事業所におかれましては流出事故の発生を防止するため、注意喚起していただ

くようお願いいたします。 

《注意事項》 

 ① 危険物施設に係る落石・積雪による配管損傷及び転倒防止対策等を講じること。 

② 巡回点検の徹底等により、危険物流出の有無の確認を徹底すること。 

③ 危険物が流出した場合は、適切に対処するとともに、融雪時の対策等について徹底を期し、被害拡大を未然に

防止すること。 

 

 

 

 

 

 


